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金属ナノ粒子中の局在表面プラズモン（LSP）は熱揺らぎが顕著な常

温流体中でも強い光散乱・光吸収を示す。最近、光誘起力と揺らぎ
の双方の効果を取り入れた「光誘起力ナノ動力学法」を開発し、強く
集光したレーザー光で金属ナノ粒子の配列と光散乱効率(輻射緩和
率)を同時に制御できることを解明した[1]。また、生体分子モーターと) [ ]

のアナロジーから照射光の時空間パターンを適切にデザインすれば、
熱揺らぎの効果で光輸送を増強し、かつ所望の特性の金属ナノ粒
子を分離抽出できる可能性も示した [2] さらに、金属ナノ粒子集積系
にけるLSPの協力現象解明も実験グループと連携して行い、白色光

に対する光散乱強度が大幅に増強する条件を明らかにすると同時
に[3]、光センサ応用に利用できる新現象の解明など新しい分析技
術への展開可能性を示した。
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